
                  

月日（日時） ／ ／ ／

経過（病日） 入院日 手術当日              術後12日

達成目標

◆入院の必要性を、患者または
保護者が理解し同意する
◆退院基準を理解し、同意する

◆疼痛がコントロールできる
◆創部の異常がない
◆ドレナージが効果的で創部
の腫脹がない
◆ドレーンより血性排液が増加
しない
◆ 合併症（感染・顔面麻痺・唾
液漏）がない
◆ 手術・麻酔の侵襲による換
気不全がなく循環動態が安定
している

 【退院基準 】
◆退院後の治療や注意事
項が理解できる

処置

検査

活動
安静度

制限ありません 術後６時間はベッド上安静にな
ります

食事
制限ありません（夕食後は食べ
られません）

朝から夕まで絶食になります
術後６時間後より飲水できます

清潔
入浴できます

排泄
制限ありません 手術後は尿の管が入っていま

す
尿の管を抜きます　制限ありません

退院おめでとうございます

注１：病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。

注2：入院期間　　　　　　　　     　については現時点で予想される期間です。

治療・薬剤
（点滴・内服）

朝夕２回抗菌薬の点滴があ
ります

耳下腺腫瘍摘出術を受けられる患者さまへ

／

術後1～３日

　　患者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　受持医：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受持看護師：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／

術後５～６日

◆創痛がコントロールできる
◆創部の異常がない
◆ドレナージが効果的で創
部の腫脹がない
◆ドレーンより血性排液が増
加しない
◆ 合併症（感染・顔面麻痺・
唾液漏）がない

◆ 創痛がコントロールで
きる
◆創部の異常がない

手術予定は(　　：　　)頃です
手術後は点滴があります

患者様及び
ご家族への

説明
リハビリ

栄養指導
服薬指導

受持医が入院治療計画と手術
について説明いたします
看護師が入院生活について説
明いたします
麻酔医が診察いたします
手術室看護師が訪問いたしま
す
薬剤師が薬について説明いたし
ます
入院費は３割負担で概ね18万
円になります
入院費に関するご心配がありま
したら、お早めに医療福祉相談
室にご相談ください

通常の食事になります
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術後1日目に採血があります

／

術後４日

入浴できますドレーンが抜ければ３日目より
シャワー浴ができます

体を拭きます(ドレーンが入っ
ていない人はシャワー浴でき
ます）

【退院可】
◆ 創痛がコントロールできる
◆ 創部の異常がない
◆ ドレーンを抜去できる

制限ありません

抗菌薬の内服があります

毎日創部の消毒をします

受持医が手術後に手術の経過
について説明いたします

患者様用


